
縄文式
じょうもんしき

土器
ど き

約１万2000年前、粘土の器が火にかけられました。
土器の出現は、ものの煮炊きを可能とし食糧の幅を広げ、

衛生面の向上を招く革命的出来事でした。
機能面とともに注目されるのが土器に付けられた文様で

す。文様は時期や地域によってはやり廃
す た

りがあり、これを
利用して各地域の文様変遷を体系化して時期決定の「もの
さし」としています。
しかし、同一地域の同一時期の土器でも文様に幾つかの

類型があったり、他地域の文様と融合する例があったり、
また一見同じ文様を部分的に替えて、文様の連続を断ち切
ろうとしたりします。そんな複雑さが縄文式土器の魅力な
のかもしれません。
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初代校長荻野重三郎先生

本
校
は
、
昭
和
53
年
に
開
校
し
ま
し

た
。
26
年
目
に
な
り
ま
す
。

全
校
児
童
は
、
６
０
３
名
で
す
。

よ
く
遊
び
よ
く
学
べ
を
校
訓
に
、
や

さ
し
く
、
か
し
こ
く
、
た
く
ま
し
い
児

童
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
特
色
と
し
て
、

学
力
の
向
上
で
は
、

少
人
数
指
導
、
習
熟
度
別
授
業
、
教

科
担
任
制
に
よ
る
授
業
の
実
践
。

体
力
向
上
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
全
学
年
学
級
対
抗

リ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
等
）
、

な
か
よ
し
タ
イ
ム
（
昼
休
み
時
間
）
を

45
分
間
と
り
、
遊
び
を
通
し
て
体
力
増

強
の
実
践

心
を
育
て
る
た
め
、

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
地
域

と
の
交
流
、
一
年
中
花
の
あ
る
潤
い
の

あ
る
美
し
い
学
校
づ
く
り
の
実
績
。

本
校
の
取
り
組
み
の
一
例
を
『
確
か

な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
指

導
方
法
の
研
究
』
│
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
め
ざ
し
て
│
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
11
月
11
日
∏
に
は
町
教
育
委
員

会
委
嘱
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

「
こ
の
学
校
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
い
う
誇
れ
る
学
校
づ
く
り
を
、
子
ど

も
と
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
本
校
の
自
慢
で
す
。

３年生　算数少人数指導 美しくきれいな西小

縄文前期の土器

縄文中期の土器

縄文後期の土器

わ
が
校
の
自
慢


